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研究成果の概要（和文）：　本研究は学校適応や人との関わりに困難を抱える生徒への教育場面での支援を行
い、人との安心できる関係づくりを進め、効果を実証することを目的とした。Hirschiの社会的絆理論に着目
し、絆が生徒の学校適応、対人関係の変容と回復に与える影響を検討した。
　中学生を対象に社会的絆尺度の調査を行った結果、社会的絆は教師・友人・家族への愛着、巻き込み、規範か
ら成り、愛着と巻き込みは学校適応、対人的構え、信頼感に有意な正の影響を及ぼしていた。社会的絆得点が低
い生徒は対人関係に傷つき体験を持ち、学校を休みたいと思っていた。生徒への支援とつながりづくりから支援
の有効性、関係者の連携、教育環境の重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to demonstrate effects of support for students
 who had  difficulties in school adjustment and interpersonal relationship by supporting them to 
promote skills in developing relationships. Based on Hirschi’s social bond theory, a social bond 
scale was developed and examined its effects. The questionnaire was filled by middle school 
students. Factor analysis revealed 5 factors, attachment to teachers, peers, and family, 
involvement, and belief. Attachment and involvement have significant positive influence on their 
school adjustment, peer relations, and sense of trust. Students with low scores on all the subscales
 appeared to indicate that they may have had negative experiences in interpersonal relationship and 
also indicated that they wish to be absent from school. The effects of supporting students’
adjustment and fostering social bonds through collaborating among school staff and creating 
supportive educational environment were considered.　　

研究分野：教育心理学，学校心理学，発達臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
人は何気なく日常生活を送っているが、そ
れは様ざまなものに支えられている。特に親
子や家族の情緒的絆は学校に通う児童生徒
にとって日常を支える最も重要なものの一
つである。しかし、近年の児童相談所におけ
る虐待相談対応件数の増加は、乳幼児期を通
した「親子の絆」の形成において様ざまな問
題状況があることが懸念される。庄司(2006)
によれば乳幼児を子育て中の母親の 40%が
「虐待不安」を抱えていることが報告されて
おり、虐待予備群、育児不安群の割合は決し
て少なくないと考えられる。亀口(2011)は「日
本の家族にも底知れぬ変化が生じている」と
指摘する。 
学校教育臨床や学校心理学の領域でも、夫
婦間の葛藤や不和、離婚問題などを抱えた場
合、子どもの発達・教育上の危機状況として
の対応が求められることが指摘されている
（石隈、1999）。実際、学校教育の中で生徒
の家庭環境の様ざまな問題や困難状況から、
保護者との連携の困難さは教師の悩みとし
て報告される（諸富, 2012 ほか）。親自身が
親子関係や家族関係に葛藤を抱えながら子
育てすることと子どもの学校不適応との関
連は否定できない。 
一方、児童生徒の自殺は後を絶たない。い
じめに関する生徒への調査では、いじめを受
けた時、教師に援助を求めない理由は「教師
に相談しても解決しない」「相談したことで
自分の印象が悪くなる」であった（水野 , 
2003）。生徒のこのような認識は、いじめ被
害への援助を阻ませ、同時に生徒の孤立感、
孤独感、無援感を強めるものとなっている。 
このように子どもにとって人間関係の基
礎となる親子関係、家族関係に大きな変化が
生じており、さらに学校での教師との関係、
仲間との関係が信頼できず、表面的で不安定
であることは子どもが安心して他者と関わ
り、安定した人間関係を築いて学校生活を送
ることが困難なことを意味する。現代社会の
学校においては、どのような学校でもこれは
起こりうるが教育困難な状況にある学校で
はこの問題は一層顕著に表れる。 
ところで、Hirschi(1969, 1994, 2002)が提
唱した社会的絆の概念は、非行の内的抑止要
因としてとらえられ実証されてきた。斉藤
(2002)は教師への愛着の非行への抑制効果を
示し、山内(2004)は社会的絆の主な機能に「感
受性」と「規範の取り入れ」の二つをあげた。
また那須・菅野(2007)は「社会的絆」の理論
を学習理論と関係論から再考し、発達段階で
その機能が変容すること、適応的な行動と反
社会的な行動も状況に応じて変容するとし
ている。 
近年、「聴く」ことに関する研究が行われ
るようになりその重要性が認識されるよう
になっている（鷲田, 1999; 一柳, 2008; 川畑, 
2009, 藤原・濱口 , 2011）。庄司ほか
(2010,2011,2012)は、親が自己を語り、人の

話に耳を傾けることによって親自身が変容
し、子どもとの関係、育児行動が変容するこ
とを示した(庄司ほか, 2010, 2011）。この聴き
あう関係を通して、仲間からの受け入れ体験、
参加者相互の情緒的結びつき、親自身の自己
のふり返りが生じ(Shoji et al., 2010, 2012)、
聴きあう関係を通して、安心と安全が保障さ
れ、受容体験、自己を語る体験が参加者の変
容につながることが示唆された（Shoji et al., 
2012）。こうしたグループ体験を通した参加
者の変容は、Hirschi の「社会的絆」理論か
ら理解できる。メンバー相互の情緒的結びつ
きは「親子の絆(Bowlby, 1969)」と対比させ
「社会的絆」ととらえられる（庄司ほか , 
2010)。 
 以上より、現代の子どもたちの学校不適応
の問題の背景に家族や学校での人間関係の
問題があると考え、これを「社会的絆」とと
らえ検討する必要があると考えた。 

２．研究の目的 
本研究は、庄司ほかの子育て支援の成果を元
に「社会的絆」を理論的枠組みとし、学校教
育において様ざまな対人関係上の問題、適応
上の困難を抱える生徒、さらには教育困難校
において悩みを抱える生徒に対する支援を
通して、社会的絆の形成のプロセス、さらに
絆の形成が生徒のつながりの回復、学校適応
にどのような効果をもたらすかを明らかに
することを目的とする。 
具体的には次の４点を検討した。 
研究１（調査研究）：Hirschi(1969)の社会
的絆の理論を理論的枠組とし、社会的絆の内
容と構造を検討する。 
研究２（調査研究）：社会的絆の発達的検
討と関連要因との関係を検討することを目
的とする。具体的には社会的絆の発達的変化、
社会的絆と親子の絆、過去の対人経験の認知
の関係、さらにこれらが学校適応、対人関係
に及ぼす影響を検討する。   
研究３（支援と支援の効果の検討）：社会
的絆形成のための支援と形成のプロセス、そ
の効果を明らかにすることを目的とする。 
調査の結果に基づきクラスの実態に即し
た支援計画を立て、絆の形成の支援を行い、
実施後、クラスへの効果、個別支援の効果を
検証する。また平成 25 年度～平成 28 年度ま
で、学校現場における学生ボランティアによ
る生徒へのサポート活動を実施し、社会的絆
の形成と社会的絆の形成が学校での対人関
係、学校適応にどのような影響を及ぼすかを
明らかにする。 
研究４（絆形成と支援モデルの提示） 
以上により、社会的絆形成のモデルを示す。 
 
３．研究の方法 
研究は目的に合わせ、三つの方法が用いら
れた。 
（１）社会的絆尺度の開発と検討 
102 名の中学生を対象に予備調査を行い，



社会的絆のイメージを調査した。その結果は
Table 1 に示されている。首都圏の公立中学
校 3校、912名を対象に各校とも学級単位で
の調査を実施した。内訳は，中学１年生 358
名（男子 192名，女子 166名），中学２年生
357名（男子 163名，女子 194名），中学３
年生 197名（男子 94名，女子 103名）であ
った。 
調査は Hirschi（1969）を参考に、家族・
教師・友人への愛着、コミットメント、イン
ボルブメント、規範観念・規範意識の５つの
概念について、それぞれ５項目，計 30 項目
を作成し、「まったくあてはまらない(1)」～
「よくあてはまる (5)」の５件法で回答を求
めた。調査時期は平成 25年 12月であった。 
（２）社会的絆の関連要因の検討 
 社会的絆と関連する要因を検討するため
①学校適応感（大久保, 2005），②対人的構え
(佐藤, 1993)，③信頼感(天貝, 1995)，④親へ
の愛着(佐藤, 1993)，⑤友人関係満足(高坂, 
2010)，を測定し，社会的絆との関連・関係
を検討した。 
（３）実践支援 
 社会的絆形成のための支援を学校教育現
場で行った。具体的には生徒支援のために毎
年ボランティアの大学院生 10 名程度が交替
で週２～３回学校を訪問し、学校の相談室の
隣の部屋(キャンパスエイド室；CA室)で午前
１０時から午後４時頃まで滞在し、授業の合
間やお昼休みに部屋を訪ねる生徒の悩みを
聞き、相談事に乗り、生徒の学校生活を支援
した。相談や雑談にやってくる生徒は一日お
よそ 7、8名～15名であった。 
生徒の学校生活での変化を学生の面接記
録から考察した。 
最終的に、社会的絆形成のための生徒支援
モデルの検討を行った。 
 
４．研究成果 
（１）社会的絆の尺度作成と因子分析 
社会的絆の尺度全 30 項目について主因子
法プロマックス回転による因子分析を行っ
た。因子負荷量等を考慮して再度分析した結
果５因子が抽出された(Table 1)。絆の下位尺
度は互いに有意な相関を示していた。 
次に社会的絆の学年、性差を検討した。 
「家族への愛着」、「巻き込み」、「規範観念」
は交互作用が有意であった。「家族への愛着」
では、男子は 1、２年が３年より得点が高く、
女子は２、３年が男子より高かった。「巻き
込み」は、男子では１年の方が２、３年より
得点が高く、３年では女子の方が男子より高
かった。「規範観念」では、男子において 1、
２年の方が３年よりも得点が高く、２年生で
は男子の方が女子よりも得点が高かった。 
「教師への愛着」では学年差が有意であり、
１年の方が２年より得点が高かった。「友人
への愛着」では性差が有意で、女子の方が男
子よりも得点が高かった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）社会的絆と関連要因の検討 
（２）－１ 相関分析 
 社会的絆と他の尺度の関連を相関を算出
して検討した。その結果、ほとんどの下位尺
度間に中程度以上の有意な相関が示された。
特に社会的絆は学校適応感、信頼感尺度と高
い相関を示した。 
（２）―２ 重回帰とクラスター分析 
社会的絆の学校適応感への重回帰の結果
は Figure１に示されている。相関でも示され
たように，愛着から学校適応に有意な回帰が
示され，また巻き込みからも同様に有意な回
帰が示されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
次に下位尺度でクラスター分析した結果か
ら対象者は５つのタイプに分類された。クラ
スター３は下位尺度得点も相対的に高く，ク
ラスター２はどの得点も低く，ビリーフが低 

Table 1 社会的絆の因子分析結果(プロマックス回転） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
い群，高い群，全体が低く友人への愛着だけ
が相対的に高い群に分類された（Figure2）。 
 
（３）生徒支援の実践とその効果 
（３）―1 中学校における絆づくりの支援 
 中学校 1年生の１学級を対象として、生
徒間の絆づくりを 2週間の間に３セッショ
ン行い、その前後で、生徒の絆の変化を検
討した。セッションの前後で情緒的絆得点
は有意に増加していた(t(1)=2.46, p<.05, 
Figure 1)。次に、絆得点で生徒を高群、低
群に分け 3セッションの前後で比較したの
が Figure2である。分散分析の結果、スコ
ア高群がセッション前後で有意に絆得点が
変化したことが示されている。他の尺度に
ついてもほぼ同様の結果が示された 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）―2 高校における絆作りの支援 
 次に高校における様ざまな援助ニーズを
有する生徒への大学院生による生徒支援を
実施した。参加した学生は教育、臨床，教育
相談等に関心のある学生で一定期間等を踏
まえ、参加学生は年ごとに入れ替わりながら
支援は 4年間続けられた。 
 学生の生徒との絆作りの支援および学校
生活支援の活動は、生徒の学校適応に変化を
もたらし、同時に、学校関係者、生徒と関わ

る教師の変化、学生と教師との関わりをもも
たらし、学校全体の変化，支援する学生自身
の変化にもつながっていった。 
 学生と生徒との関わりにおける絆づくり、
生徒の変化は小さな取り組みではあるが、相
談室を訪れた生徒の記録とカンファレンス
から、学校における対人関係に様ざまな傷つ
き体験を有する生徒、人との関わりに極めて
消極的な生徒、対人関係が不安定な生徒、家
族関係に悩む生徒や十分な世話や配慮が得
られない生徒、などに特に効果をもたらすと
考えられた。また教室に居場所がない生徒に
とって学生のいる相談室は生徒が安心して
いられる場所になっていた。 
学生による絆作りと学校生活支援によっ
て生徒は学生とのつながりを実感でき、そこ
での「安心」と「安全」、「居場所」としての
空間が確保されたと考えられる。さらにその
場所に行き、学生と関わることによって、生
徒は、教室空間や学校生活、学習、将来の自
分を考える「元気」を得られる場所として機
能したと考えられた。 
 
（４）支援と絆形成モデルの提示 
 本研究を通して生徒との絆作りにおける
生徒へのサポートは、以下の階層的サポート
モデルによって実施された（Figure 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
生徒への支援において学校の組織風土や
文化の影響抜きに生徒の変化、支援者と教師
の連携は考えられない。よって社会的絆づく
りの仮説修正モデルとして Figure 6を示す。   
高校進学率がほぼ 100%になろうとする現
代、保育所・幼稚園、小学校から高校まで多
様な援助ニーズを有する生徒が存在するよ
うになっている。生徒を支える家庭も多様化
が進んでおり、学校では一人ひとりのニーズ
に配慮した教育が今後ますます求められる。
本研究における絆作りの実践は、より多くの
学校で必要とされるであろう。 
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